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と直結し大量の漁獲物の販売に好都合であったこ   
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第1図 研究対象地域  
（明治30年測量，平成12年修正，5万分の1地形図「三崎」を使用）  











































































Ⅱ 三崎における景観の変遷とその特徴  
1）江戸時代後期における三崎の景観   
本章では，各時代ごとの三崎の景観的特徴を，  
絵図や地籍図，地形図を元に探っていくこととし  
－ 2 －   
最福寺  








































－ 3 －   
に基づいたものではないが，極めて詳細に町の様  
子を措いたものであると跡付けることができよ  









































































れていることがわかる。   
道路の配置は，絵図でおおよその位置が比定可  
能である。これはつまり，江戸時代の絵図は実測  
ー 4 －   
第3図 明治期における三崎の景観  
（横浜地方法務局三崎出張所所蔵「土地台帳附属地図」より作成）  

































－ 6 －   
大正10年代における三崎の市街地  明治10年代における三崎の市街地  
昭和30年代における三崎の市街地   n昭和40年代における三崎の市街地  
－－－一 標高20mの等高線  
第5図 三崎における市街地化の進展  
（2万分の1迅速測図（明治14年測図），2万5千分の1地形図（大正10年測図，  
昭和33年測図，昭和41年測図）より作成）   
三崎の景観は，海岸部では大正9年（1920）か  現在の三崎にみられる景観が形成されていった。  
ら開始された埋立が順次進展し，従来の三崎と  
Ⅲ 三崎における漁獲物と流通構造の変遷  
1）江戸から明治中期までの流通構造と魚南  





－ 7 ¶  
に置かれることになった。これが三崎と新肴場と  






















江戸は本材木町，字して新魚場，略して新場と   
云ふ所の魚市は，相の三浦・三崎・金沢等近海   
より出るをもって魚美味。本船町および小田原   
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右－②24）嘉永元戊申年 仲之町 尼野彦兵衛   
右一③  奉納 湊屋久五郎   
右－④  嘉永元戊申年 仲之町 久野五兵衛   
右－⑤  素永元戊申年 仲之町 伊勢屋六郎  
兵衛   













































2）大正以降における漁獲物とその特徴   
江戸時代から，漁獲物の輸送手段を有していた  
三崎の，漁港としての機能はどのように形成され  
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園全マグロ   
昭和7年 昭和8年 昭和9年昭和10年昭和11年昭和12年 年度  
第8図 三崎における漁獲量の主要魚種別割合一昭和7年（1932）～昭和12年  
（1937）－  
（『三崎魚市場概要』より作成）  
第1表 三崎港における地方別入港漁船数一昭和3年（1928）～昭和12年  
（1937）－  
年   徳島県  高知県  和歌山県  三重県  静岡県  宮城県  千葉県  その他  三 崎  神奈川県  合計   
昭和3年（1928）  330  145  268  135  193  328  592  90  27，665  4，496  34，242   
昭和4年（1929）  347  165  267  137  191  349  622  105  27，988  5，697  35，868   
昭和5年（1930）  814  169  251  162  223  249  627  167  28，180  5，620  36，462   
昭和6年（1931）  817  165  255  163  232  251  630  160  28，279  7，751  38，703   
昭和7年（1932）  802  310  150  213  325  415  645  113  28，269  9，316  40，558   
昭和8年（1933）  698  172  98  273  254  429  392  117  27，739  9，686  39，858   
昭和9年（193年）  512  167  105  196  305  514  362  138  26，656  11，587  40，543   
昭和10年（1935）  485  300  108  194  236  642  509  107  25，902  7，695  36，179   
昭和11年（1936）  356  232  89  106  547  627  342  147  30，549  8，590  41，676   
昭和12年（1937）  280  441  104  200  309  450  659  183  27，207  5，222  35，155   
（『三崎魚市場概要』より作成）  





















が大部分を占めていた。   
一方で，三崎周辺の漁船とは別に，マグロ，カ  
ツオの水揚げが多かったが，それは県外漁船の寄  
第2表 三浦とその周辺柑における漁船数二昭  
和13年（1938）－  
大字   
動力船  
小型   
和船  
大型  
三崎   10   48   12   
田中   27   31   
向ケ崎   5   26   15   
白石   9   14   8   
海外   16   28   
城ケ島   0   14   141   
浜諸磯   0   0   23   
白須   0   0   31   
小網代   2   60   
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第9図 三崎魚市場におけるマグロの種類別漁獲量一昭和7年（1932）～昭和12年  
（1937）－  
（『三崎魚市場概要』より作成）  










Ⅳ 他県出身者による三崎のマグロ漁業根拠地  
化  



































































－13－   
業は適さず，古くから漁業を中心産業としてき  速に発展したが，阿南の地では消費地に恵まれ  
た。この地域でマグロ延縄漁業が開始されたの ず，そのことが外部へ根拠地を求めるきっかけと  
は，明治末期の漁船動力化以降で，主にピンチョ  なった。大正末から昭和初期にかけて，牟岐の川  
ウマグロを漁獲していた。その後マグロ漁業は急 島一太郎，U」村七蔵，見能林（現阿南市）の四宮  
★  徳鹿県  
海部郡牟岐町  円  l■印 l  l  l  l  I _ 
西暦  1900 1905 1910 1915 1920 1925 193D i935 1940 1945 1950 1955  60   



















































































































































































































Ⅴ 三崎における商業活動の特徴  
1）明治期の商業活動   
本章ではマグロ遠洋漁業根拠地として三崎が発  
展していく過程を商工業の変遷から検討していき  





















第3表 裏永4年（1851）史料に記載された魚  
商の人数と居住地  
居住地   人数   
束之町   5   
中之町   3   
築出町   2   
西之町   2   
城村   6   
西之浜   
向ケ崎   
三崎浜商人壱剖元   6   















































近や房州からも奉公に来ていた紺。   
このように，三崎は廻船寄港地として江戸期か  
ら船宿や魚商を中心とした港町を形成していた。  
第5表 明治19年（1886）における三崎町の商  
工業戸数  
業種等   戸数   人数   施設数   
士族   7   
平民   1661   
農   460   
商   319   
工   64   
魚   710   
雉   710   
旅人宿   24   
料理屋   7   
飲食店   24   
洋酒店  2  
芸妓  
常闇  
遊芸師匠  2  
寄席  
医師  5  
薬舗  2  
産婆  
鍼灸治  2   
浴場  12  
道路営業   4   
吹矢  
市場   
第4表 明治26年（1893）における三崎への旅  
客数  
（単位：人）  
発地  人力車  徒歩   汽船  合計   
鎌倉   97   138   0   235   
逗子   180   254   0   434   
葉山   196   368   0  564   
長井   73   811   0   884   
浦賀   149   840   0  989   
横須賀  130   877   0   1007   
横浜   8   163   0   171   
東京   0   0   1553   1553   
（『三崎町史上巻』より作成）  （『三崎町史上巻』より作成）  
－18－   
「漁船の寄港と共に（中略）商工業日に日に発達  
を示して居る」とあり，マグロ遠洋漁業根拠地と  

















第6表 明治33年（1900）における三崎町の商  
工業戸数  
（『三崎町史上巻』より作成）  
諏訪 ′  
≡三≡：ロロ ′／／  ●●●●●●●●  
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第11図 三崎における商工業の分布一昭和10年（1935）－  
（『昭和10年4月1日現在神奈川県電話番号簿』より作成）  
－19－   
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第12図 三崎における商工業の分布一昭和24年（1949）－  
（『昭和24年12月1日現在神奈川県電話番号簿』より作成）  





























しつつあった。   
さらに，昭和32年（1957）『日本商工業別明細  



















その他・業種不明の店舗  0  200m  
l   1   1  
第13図 三崎における商工業の分布一昭和32年（1957）－  
（『日本商工業別明細園 三浦市』より作成）  
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第14図 三崎における商工業の分布一昭和41年（1966）－  
（『三浦市明細地図』より作成）  

























第15図 マグロ延縄漁船員の三崎入港中の居住  
一昭和24年（1949）－  
（『鮪延縄漁業労働調査』より作成）  
写真1 三崎におけるマグロ船員向け下宿  
（2005年6月撮影）  








































































































































購入品   数量  単価  金額   
長靴   3足  5，200  15，600   
靴中敷   5つ   600  3，000   
綿軍手   20打   830  16，600   
ゴム手袋   30双   480  14，400   
ドライバー手袋   5打  1，800  9，000   
作業用ズボン   20打  6，400  12，800   
毛糸靴下   3足   800  2，400   
ゴルフ帽   1つ  2，500   
ゴルフ帽   8，100    2つ  2，000   
ゴルフ帽   2つ  1，200   
トレーニングウェア上  3枚  2，400   
14，100   
トレーニングウェア下  3枚  2，300   
敷布団   1枚  6，400   
ティッシュペーパー   1組  750   
洗濯洗剤   1箱  4，560   
コーヒー（缶）   4箱  3，600  19，200   
コーヒー（缶）   1箱  4，800   
清涼飲料水（缶）   3箱  2，880  8，640   
野菜果汁飲料（PB）   1箱   350  4，200   
即席ラーメン   2箱  3，000  6，000   
即席焼きそば   2箱  5，760  11，520   
菓子セット（甘）   1箱  20，000  20，000   
栄養ドリンク   1箱  21，600   
モンペ   3枚  1，250  3，750   
消費税  10，014   
合計  212，634   
（かねしろ商店「仕切書」により作成）  
注）表中「PB」はペットボトルを示す。  



































































Ⅵ むすびにかえて  
本報告において検討した内容を以下に示すと共  
に，今後の課題とその展望を提示し，むすびにか  
えることとしたい。   
三崎を含む三浦半島南部の柑々は，江戸時代初  
期に，それまでの魚河岸とは異なる新興勢力の  






ー26－   
たため，いわば隙間を埋めるように，新興の新着  













































































う。   
一方，今日では海産物の土産物製造にその重点  









付 記  
本報告の作成にあたり，三浦市教育委員会社会教   
育課の飯島重一氏，金田健一氏，鈴木昭由氏には，資   
料の所在確認や調査先の検討など，調査の全般にわ   
たりご協力とご助言を賜りました。また，三浦市所蔵   
の資料に閲し，社会教育課のほか，市民協働主にも閲   
覧・複写のご許可をいただきました。その閲覧・複写   
作業に際しましては，上記お三方のほか，同じく社会   
教育課の須藤英一氏，市民協働室の永塚光明氏，篠崎   
勝博氏にお世話になl）ました。三浦市図書館，横浜地   
方法務局三崎出張所には，所蔵資料，地籍図等の閲   
覧・複写をご許可いただきました。現地調査では，磯   
部商店，押本正氏，かねしろ商店，カネフク商店，木   
村商店，最福寺桑田贋隆住職，佐久間書店，佐藤明   
氏，鳥山鶴雄氏，杉山洋品店，竹村和雄氏，本瑞寺洞   
外文隆住職，三上写真館，三富正一氏，三富染物店，   
向坂光人民，山田政治氏の皆様より，多くのご教示を   
賜ったほか，ご所蔵の貴重な絵図や写真，資料等の複   
写を許可していただきました（五十音順）。以上記し   
て厚く御礼申し上げます。なお，本文の執筆は，Ⅰ，  
Ⅰ，Ⅲ－2）、3），Ⅵを山下琢巳，Ⅲ－1），Ⅳ，Ⅴ   





2）土井仙吾（1968）：マグロ遠洋漁業の発達と三崎・   
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3）大崎晃（1974）：三浦三崎漁業研究史考，地理学評   
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7）『新編相模国風土記 第五集』（1888），23ページ，  
に「正保ノ頃ニハセ柑ヲ載セス 元禄改定ノ図ニ  
















13）本瑞寺での聞き取り，および，三浦市史編集委員会   
楯（1974）：『日でみる三浦市史』，三浦市，80ペー  












19）白石孝（1999）：『日本橋街並み商業史』，慶應義塾   
大学出版会，43、55，によると，江戸の魚問屋は，  
浜方の漁村に直接買い付けに出ることは禁止され  
ていたが，有望な漁村の買元人との間で契約を結   
び，抜荷を監視すると共に，元手資金や運送のため  



















































にして一漁村の魚の販売権を専有することにより，   
確実な集荷を可能とした。その支配が可能となっ  
たのは，江戸時代の魚問屋が，幕府に魚を納める   






21）アトラインターナショナル縮（2004）：『泰平山最福   
寺 新本堂建立事業 落慶法要記念誌』，泰平山最   



































































































































－30－   
